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Summary

　　　Twenty－five　of　each　of　extracted　maxillary　right　central　incisors，　lateral　incisors　and

canines　exhibiting　little　incisal　wear　were　obtained　from　Japanese　subjects．　In　these，　and

a「tifi・i・l　m・xill・・y・nteri・r　teeth（Rea1　C・・w・by　Sh・f・1・・．・nd　D・・ad・nt　by　G－C　D・nt・l

Industrial　corp．），1ength　of　crown，　breadth　of　crown　and　breadth　of　cervix　were　measured，

and　length－breadth　index　of　crown　and　breadth　of　crown－breadth　of　cervix　index　were

calculated．　The　measurlnents　for　the　natural　teeth　were　compared　with　those　of　the

artificial　teeth．

1．Compared　to　the　natural　teeth，　the　artificial　teeth　had　srnaller　mean　Iength　of　crown

for　all　three　basic　types（Square，　Tapering　and　Ovoid　types）．　Length　of　crown　for　the　T　type

of　central　incisor　and　all　types　of　lateral　incisor　from　Company　A　were　larger　than　the

natural　teeth，　but　the　central　incisor，　lateral　incisor　and　the　canine　from　Company　B　were

　本論文の要旨について，第18回日本歯科技工学会（平成8年8月31日広島市），

年10月5日山梨県）において発表した．
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smaller　for　all　types．

2．Compared　to　the　natural　teeth，　the　artificial　teeth　had　a　smaller　mean　crown　breadth

for　all　three　basic　types．　The　lateral　incisors　were　particularly　small　at　approximately　85

to　95％of　the　size　of　the　natural　lateral　incisor・

3．Compared　to　the　natural　teeth，　the　S　and　O　types　from　Company　A　had　a　larger

breadth　of　neck　than　the　natural　teeth．　The　other　types　had　a　smaller　breadth　of　neck　than

the　natural　teeth．

　　Compared　to　the　natural　central　incisor，　the　breadth　of　the　neck　of　artificial　teeth　from

Company　A　were　108．3％for　S　type，　89．1％for　T　type　and　105．2％for　O　type，　whereas　those

from　Company　B　were　93．2％for　S　type，86．4％for　T　type　and　91．0％for　O　type．

　　Breadth　of　neck　of　the　artificial　lateral　incisors　was　92．1％to　107．2％for　Company　A

products，　and　88．6％to　89．7％for　Company　B．

　　Breadth　of　neck　of　the　artificial　canine　teeth　was　g　L7　to　98．3％for　Company　A，　and

85．7to　92．4％for　Company　B．

　　Of　the　artificial　teeth　from　both　companies，　T　type　were　the　smallest，　O　type　were

intermediate，　and　S　type　were　the　largest．

4．The　breadth　of　crown－breadth　of　cervix　indes　of　artificial　and　natural　teeth　uese

compared．　The　artificial　T　type　lateral　incisors　and　T　type　canines　were　smaller，　but　the

other　types　were　larger．　Among　the　tree　basic　types，　T　type　were　the　smallest　and　S　type

were　the　largest．

緒 言

Williams15）は上顎中切歯を3型に分けた．第1

類Square（方型）．隣接面は切縁から半分あるい

は半分以上平行あるいは平行に近い．第2類

Tapering（尖型）．隣接面は根端近くで合するよ

う，著しく集まる。縁はしぽしば真直に近いか，

一般に近心面は何分凸膏，遠心面は何分凹膏して

いる．第3類Ovoid（卵円型）．遠心面の輪郭は優

美な2重膏曲，また，出現率は少ないが近心面も

二重膏曲が特徴である．この型は歯の面と角の総

てが他の2つの型より丸く，優雅である．この基

本3型は人類と類人猿に共通な形であり，文明人

や未開人の全人類にあてはまる．また，これらの

形は顔の外形とも一致しているとのべている（図

1）．

　中切歯以外の前歯も，この3型に従って分類さ

れている．また，Steinii）はWilliams15）の分類を人

工歯を作るにあたって，正確で調和のとれた，

Square（方型），　Triangle（三角形），　Circle（円

型）に代えたとのべている．

　上條3）は上顎中切歯唇面の外形を表わすのに

Williamsl5）の3型について記し，また，日本人の

上顎中切歯の長幅指数を算出し，長歯型，中歯型，

短歯型に分けた．下顎中切歯は幅幅指数を算出し

1－3型に分類した．

　林1），河邊，坪根他5），坪根，豊田14）はその総（全

部床）義歯学の教科書にWilliams15）の前歯形態を

示している．

　日本人の論文のうち，石島，平井2），長尾他6），

野坂，伊藤9）や杉浦他12）はWilliamsi5）の基本3型

の差を明確に判別出来ないようであり，客観的な

根拠に乏しいとしている．長尾，中沢他6）は方型，

尖型，卵円型の差を明確に判別することは同一会

社の人工歯でも容易ではなく，他社製品との比較

はさらに困難であると記している．

　片岡，西村4）は方型，円型，尖型について，Wil・

liams15）の基準を表わしたマニュアルはないとの

べている．西村，山本8）は切縁付近と歯頸付近の近

遠心径の差がもっとも大きいのは尖型，ついで円

型，方型の順であると記している．

　具体的な表現を試みたのは杉浦，佐久間他12）で

卵円型はSteinl1）が述べたごとく意味が明確でな

いから，方型と尖型の上顎中切歯の歯冠長，歯冠

幅，歯頸幅を計測して，長幅指数，幅幅指数を算

出して，数値的に長方型，長尖型，短方型，短尖
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（1：方型　II：尖型　III：卵円型）

図1：Willamsの基本3型の変異

型の4型に分けた．

　その他，中村7）は口角線，上唇線や下唇線を基準

にして，人工歯の大きさの選択に役立てている．

また，高橋13）は歯と顔面の基準面を定め計測した

が，顔高と歯冠長の間，顔幅と歯冠幅の間，顔の

長幅指数と歯の長幅指数の間に有意な相関はみら

れないとのべている．

　日本の人工歯のほとんどがWilliamsl5）の3型

を基準とし，共通型を加えて製作されている．

　そこで，人工歯であるレジン歯と日本人の歯が

どのような関係にあるかを計測して，3型を数値

的に解明出来ないかと考え調査した．すなわち，

審美にも関係する，人工歯の大きさが日本人永久

歯の大きさに一致しているか．また，Williams15）

の考えた3型が人工歯の形態にどれだけ応用され

ているかということである．

材料と方法

　材料は日本人の咬粍の少ない抜去歯で上顎右側

の中切歯，側切歯と犬歯，各25本ずつである．な

お，全国の歯科医院より集めたもので年齢，性別

は不明である．

　比較した人工歯は松風社Real　crown（リアルク

ラウン）S（Square）型（3，4，5，6），　T（Taper－

ing）型（3，4，5，6），0（Ovoid）型（3，4，5，

6），SS（Square－short）型（3，4，5，6），　C

（Combination）型（3，4，5，6），とGC社Dur一

adent（デュラデント）S型（3，4，5），　T型（3，

4，5），O型（3，4，5），　C型（3，4，5，6），

CL（Combination－long）型（3，4，5，6）である

（図2．3）．

　計測部位は歯冠長，歯冠幅と歯頸幅で，長幅指

数と幅幅指数とを算出した．計測方法は乳歯解剖

学1°）に記載したものを用いた．計測器はデジタル

ノギスを使用した．

成 績

　上顎中切歯

　中切歯の歯冠長は平均11．3mmで，最小9．7

mm，最大12．4mmである．A社のS型はS3，10．1

mm，　S　4とS5，11．2mm，　S　6，11．4mmであり，

平均11．Ommである．　T型はT3，10．4mm，　T　4，

11．1mm，　T　5，11．9mm，　T　6，12．2mmで，平

均11．4mmである．0型は03，9．7mm，04，10．3

mm，05，10．9mm，06，12．Ommで，平均10、8

mmである．　SS型はSS　3，8．5mm，　SS　5，9．7

mm，　SS　4，9．9mm，　SS　6，11．Ommで，平均9．8

mmである．　C型はC3，10．Omm，　C　4，10．4mm，

C5，11．5mm，　C　6，11．9mmで，平均11．Omm

である．B社のS型はS3，9．5mm，　S　4，10．Omm，

S5，10．7mmで，平均10．1mmである．　T型は

T3，9．4mm，　T　4，10．Omm，　T　5，10．5mmで，

平均10．Ommである．0型は03，9．5　mm，04，

10．Omm，05，10．7mmで平均10．1mmである．
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図2：松風社．Real　crown

C型はC3，9．8mm，　C　4，10．4　mm，　C　5，11．O

mm，　C　6，11．7mmで，平均10．7mmである．　CL

型はCL　3，10．4mm，　CL　4，11．2mm，　CL　5，11．8

mm，　CL　6，12．6mmで，平均11　．5　mmである（表

1）、

　平均値の大きいのはA社のT型とB社のCL型

である．SS型は小さすぎて不要である．　C型は3

型の共通型であるが，形態の説明がない．

　各型とも3，4，5，6，と次第に長さを増すが，

中切歯と調和のとれた大きさにするにはA社では

S，T，0型とも3を9．7mm，4を10．6mm，5を

11．5mm，6を12．4mmとする．　B社では3を9．7

mm，4を11．Omm，5を12．4mmにすると，天
然歯に近い歯冠長をえることが出来る．
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図3：GC社．　Duradent

　歯冠幅は平均8．8mmで，最小8．Omm，最大9．6

mmである．　A社の平均はS型，　T型，　SS型とも

8．3㎜，O型8．4　mm，　C型8．2mmでかtg　il　i』、さ

い．B社の平均はS型，　T型，0型とも8．0　mmで，

天然歯の最小値と同じ値である．C型，　SL型は

8．3mmである．各型の3は7．4　mm－7．6mmと

かなり小さく，いずれも，天然歯にみられない大

きさである（表2）．

　基本3型を天然歯に近い大きさにするにはA社

では各型とも3を8．Omm，4を8．5　mm，5を9．1

mm，6を9．6mmにする．　B社では3を8．Omm，

4を8．8mm，5を9．6mmにするとよい．

　歯頸幅は平均6．4mmで，最小5．3　mm，最大7．7

mmである．　A社の平均はT型が最も小さく，5．7

mm，次いでC型6．4mm，　O型6．7mm，　SS型6．8

mmの順で，　S型が6．9mmで最も大きい．　B社の

平均は最も小さいのがT型で5．5mm，0型5．8

mm，　S型6．Ommで，　C型は5．6mm，　CL型は6．O

mmである（表3）．

　両社ともS，T，　O型を比べると小さいのがT
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表1：上顎中切歯　歯冠長（右側）
（単位mm）

天然歯 A 社 B 社
歯冠長

数（％） S T 0 SS C S T O C CL
8．5 3

8．6

8．7

8．8

8．9

9．0

9．1

9．2

9．3

9．4 3

9．5 3 3

9．6

9．7 1（4，00） 3 5

9．8 3

9．9 4

10．0 3 4 4 4

10．1 3

10．2

10．3 4

10．4 3 4 4 3

10．5 5

10．6 2（8．00）

10．7 1（4．00） 5 5

10．8 2（8．00）

lo．9 5

1ユ．0 2（8．00） 6 5

11ユ 2（8．00） 4

11．2 3（12．00） 45 4

U．3 1（4．00）

11．4 3（12．00） 6

11．5 1（4．00） 5

11．6 2（8．00）

11．7 6

11．8 1（4，00） 5

11．9 2（8．00） 5 6

12．0 6

12．1

12．2 1（4，00） 6

12．3

12．4 1（4．00）

12．5

12．6 6

平均 11．26 10．98 11．40 10．75 9．78 ］0．95 10．07 10．03 10．07 10．73 11．50

表2：上顎中切歯　歯冠幅（右側）
（単位mm）

天然歯 A 社 B 社
歯冠幅

数（％） S T 0 SS C S T 0 C CL
7．4 3 3

7．5 3 3 3 3 3 3 3

7．6 3

7．7

7．8 4

7．9

8．0 1（4．00） 4 4 4 4 4 4

8．1 1（4．00）

8．2 3（12．00） 4 4 4

8．3

8．4 2（8．00） 5

8．5 5 5 5 5 5 5

8．6 2（8．00） 5 5

8．7 3（12．00） 5

8．8 2（8，00）

8．9 1（400）
9．0 3（12．00） 6 6 6 6

9．1 1（4．00） 6 6

9．2 2（8．00）

9．3 2（8．00） 6

9．4 1（4．00）

9．5

9．6 ユ（4．00）

平均 8．77 8．30 8．30 8．40 8．30 818 800 800 800 825 825

型，大きいのがS型であるが，中切歯の歯頸幅の

度数分布に比べて調和していない．特にB社の人

工歯は非常に小さい．中切歯と調和した理想型は

A社ではS型の3，6．7　mm，4，7．Omm，5，

7．4mm，6，7．7mm，　T型の3，5．3mm，4，

5．6mm，5，6．Omm，6，6．3mm，0型の3，

6．Omm，4，6．3mm，5，6．7mm，6，7．Omm

表3：上顎中切歯　歯頸幅（右側）
（単位mm）

天然歯 A 社 B 社
歯頸幅

数（％） S T 0 SS C S　T 0 C CL
5．0

5ユ 3

5．2

5．3 1（4．00） 3

5．4 3 3

5．5 4 3　　4 3 4

5．6

5．7 1（4，00） 5 3 4 5

5．8 1（4．00） 5 4

5．9 2（8．00）

6．0 3（12．00） 4

6ユ 1（4．00） 3 4 6

6．2 1（4．00） 6

6．3 2（8．00） 3 3 5 5

6．4 2（8．00） 5

6．5 3（12．00） 6

6．6 4

6．7 2（8．00） 4 45 5

6．8 1（4．00）

6．9 1（4．00）

7．0 1（4．00） 5 6

7．1

7．2 2（8．00） 5 6

7．3

7．4

7．5 6 6

7．6

7．7 1（4．00）

平均 6．40 6．93 5．70 6．73 6．80 638 5．97553 583 560 600

表4：上顎中切歯長幅指数（右側）

長幅 天然歯 A　　社 B 社
指数 数（％） S T 0 SS C S T　　O C CL

67 1（4．00）

68 1（4．00）

69

70 1（4．00）

1（4．00）

Q（8．00）

Q（8．00）

Q（8．00）

Q（8．00）

34

T

Ii‘

Ii5

134
T6

Il：

78 1（4．00） 6 3

79 2（8．00） 6 3 35 4　　35
80 2（8．00） 45 4 5　　4
81 1（4．00） 6

82 1（4．00） 6

83 2（8．00） 4

84
85 2（8．00）

86 1（4．00） 5

87
88
89
90
91 1（4．00）

平均 78．1 75．5 72．8 79．3 82．3 74．8 79．3 800　793 770 720

である．B社はS型の3，6．7mm，4，7．2mm，

T型の3，5．3mm，4，5．8mm，5，6．3mm，

0型の3，6．Omm，4，6．5mm，5，7．Ommと
考える．

　長幅指数は平均78．1で，最小67，最大91である．

平均値の大きいのはA社の0型とSS型，　B社の

S型，T型，0型である．　A社ではT型が小さく，

S型，0型の順に大きいが，B社ではS型，　T型

とO型にあまり差がない（表4）．

　幅幅指数は平均72．9で，最小60，最大83である．

A社はS型，平均83．0（82－84），T型，平均

69．0（66－72），O型，平均79．5（77－81）である．
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いずれの型も歯冠幅が狭い．B社はS型，平均

74．3（73－75），T型，平均69．0（69－70），　O型，

平均73．0（72－74）である．S型と0型の歯冠幅

が狭い．すなわち，両社ともT型が最も小さく0

型，S型の順に大きい（表5）．

　上顎側切歯

　歯冠長は平均9．8　mmで，最小8．4mm，最大

11．Ommである．　A社の平均値はS型9．9mm，　T

型9、9mm，　O型9．8　mmでやや大きく，　SS型が

8．9mmと小さく，　C型が10．2mmと大きい．　B

社の平均はS型9．3mm，　T型9．2mm，0型9．4

mm，　C型9、6mmと非常に小さい．　CL型のみ

10．6mmと大きい（表6）．

　天然歯の大きさと調和させるにはA社の基本3

型であるS，T，0型とも3，8．4mm，4，9．3mm，

5，10．1mm，6，11．0　mmとする．　B社では3，

8．4mm，4，9．7mmと5，11．Ommとするとよ
い．

　歯冠幅は平均7．3mmで，最小6．4mm，最大8．1

mmである．人工歯の平均はいずれの型も天然歯

に比べて小さい．A社の最小はT型で6．5mm，最

大がSS型で7．Ommである．各型の3は小さく，

天然歯にはみられない．B社も3は小さく天然歯

にみられない大きさである．B社の平均値の最小

はS型の6．2mm，最大はCL型の6．6mmであ

る．S，T，　C型の平均値は側切歯の最小にも達し

ない（表7）。

　A社のS，T，0型を側切歯に調和した型にする

には，3を6．4mm，4，7．Omm，5，7．5mm，

6，8．1mmにする．　B社も同様に，3，6．4mm，

4，7．2mm，5，8．1mmに作るとよい．

　歯頸幅は平均5．2mmで最小4．6mm，最大5．8

mmである．　A社の平均はT型が4．8mmで最も

小さく，次いでC型4．8mm，0型5．3mm，　S型

5．5mmの順で，最大のSS型が5．8mmである．

B社は各型とも天然歯に比べてかなり小さく，最

小はT型の4．57mm，最大はS型の4．63　mmであ

り，あまり差がない．人工歯は歯頸幅も歯冠幅と

同様かなり小さい．平均値が側切歯に比べて大き

い値を示したのはA社のS型，0型，SS型である．

他の型は小さい．A，　B社とも歯頸幅のS，T，0

型の大きさはT型が最も小さく，S型が最も大き

い（表8）．

　人工歯の大きさを側切歯と調和した理想型にす

表5：上顎中切歯　幅幅指数（右側）
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幅幅 天然歯 A 社 B　　社
指数 数（％） S T O　　SS　　C S　　T　　O　　C　　CL

60 1（4．00）

61
62
63

64

65
66 1（4．00） 5

3（12．00）

5　1146
69 2（8．00） 46 4

70 3

71 2（8．00）

2（8．00）

P（4．00）

P（4．00）

S（16．00）

3

1－Ii
76 1（4．00）

1（4．00）

T（20．00） 61i・

1（4，00）

Ii・

㍗li

平均 72．9 83．0 69．0 79，582，378．0 74．369073067，873．8

表6：上顎側切歯　歯冠長（右側）
（単位mm）

天然歯 A 社 B 社歯冠長
数（％） S T 0 SS C S T 0 C CL

7．3 3

7．4

7．5

7．6

7．7

7．8

7．9

8．0

8．1

8．2

8．3

8．4 1（4．00）

8．5

8．6 4 3

8．7 3

8．8 1（4．00） 3 3

8．9 1（4．00） 3 3

9．0

9．1 3 3

9．2 1（4，00） 4 4

9．3 2（8．00） 4 4

9．4 4 5

9．5 4

9．6 4（16．00）

9．7 1（4．00） 4 5

9．8 1（4．00） 3

9．9 1（4．00） 4

10．0 5（20．00） 5 5

10．1 1（4．00） 5 5

10．2 5 6 6
10．3 1（4．00）

10．4 1（4．00） 5 4

10．5 1（4．00） 5

10．6 6

10．7 6

10．8 2（8．00） 6 5

10．9

11．0 1（4．00）

11．ユ

1ユ．2

11．3 6

11．4 6

平均 9．82 985 988 983 888 1023 933 9］7 937 960 1058

るにはA社ではS型の3を5．4mm，4，5．6mm，

5，5．8　mm，6，6．Omm，　T型の3，4．6mm，

4，4．8mm，5，5．Omm，6，5．2mm，0型の

3，5．O　mm，4，5．2mm，5，5．4mm，6，5．6

mmであり，　B社はS型の3を5．4mm，4，5．7

mln，5，6．Omm，　T型の3，4．6mm，4，4．9
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表7：上顎側切歯　歯冠幅（右側） 表9：上顎側切歯長幅指数（右側）
（単位皿m）

天然歯 A 社 B 社
歯冠幅

数（％） S T 0 SS C S T 0 C CL
5．8 3 3 3

5．9 3 3 3

6．0 3 3 3

6．1

6．2 4 4

6．3 3 4 4 4

6．4 1（4．00） 4 4 4

6．5 4 5 5 5

6．6 4 5 5 5

6．7 1（4．00） 5

6．8 2（8．00）

6．9 1（4．00） 5 6

7．0 1（4．00） 5 6

7．1 3（12．00） 6 6

7．2 1（4．00） 6 5 6

7．3 2（8．00）

7．4 6（24．00）

7．5 2（8．00）

7．6 2（8．00）

7．7 1（4．00） 6

7．8

7．9 1（4．00）

8．0

8．1 1（4．00）

平均 7．28 6．58 6．53 6．68 6．95 6．43 6．17 6．23 6．23 6．40 6．55

表8：上顎側切歯　歯頸幅（右側）

長幅 天然歯 A　　社 B　　社
指数 数（％） S　T　　O SS　　C S　　T　　O　　C　　CL

1（4．00）

P（4．00）

P（4．00）

P（400）

1ぎii璋

1；、

　　　　　　　　　　　IlII　II〔1

70
71 2（8．00）

72 1（4．00）

73 3（12．00）

74 3（12．00）

75 4（16．00）

76 1（4．00） 6

77 1（4．00） 45
78
79 3（1200）
80
81 1（4．00）

82
83 1（4．00）

84 1（4．00）

85
86
87 3

平均 743 665658678 793628 66，068，067，066，562．0

（単位田田）

天然歯 A 社 B　　社
歯頭幅

数（％） S T 0 SS C S　T　　O　　C CL
4．2 3

4．3 3 3

4．4

S．5

S．6

S．7

S．8

1（4．00）

S（16．00）

45 3

34

｝i1：ll： 45

49 3（1200） 3 5 6

5．0 1（4．00） 6

5．1 2（8．00） 4 3

5．2 5（20．00） 6 6

5．3 2（8．00） 4

5．4 2（8．00）

5．5

5．6 3（12．00）

5．7 1（4．00） 5

5．8 1（4．00） 6 4

59 5

6．0 6

6．1 56

平均 5ユ6 5．53 4．75 5．33 5．78 4．80 4，634，574，604．60 4．60

mm，5，5．2mm，0型の3，5．Omm，4，5．3

mm，5，5．6mmとするとよいようである．

　長幅指数は平均74．3で，最小64，最大84である．

人工歯の平均値はSS型を除いて，他の型は非常

に小さい．歯冠長に比べて歯冠幅の狭いことを意

味している（表9）．

　幅幅指数は平均71．0で，最小61から最大76であ

る．A社の平均はS型84．0（83－85），　O型は

79．8（78－81），SS型82．8（79－87）と大きな値

を示し，T型72．8（71－74）とC型は74．8（74－75）

のみが天然歯の大きさの範囲である．B社はCL

型70．3（69－71）で最も小さく，S型76．0（75－78）

で最も大きい．天然歯に比べて平均値の小さいの

はCL型のみである．両社とも3型のうち，最も小

さいのがT型，次いで0型，S型の順に大きくな

る（表10）．

表10：上顎側切歯　幅幅指数（右側）

幅幅 天然歯 A 社 B　　社
指数 数（％） S　　T 0 SS　　C S　　T　　O　　C　　CL

61 1（4．00）

62
63
64 1（4．00）

65
66 1（4．00）

67 1（4．00）

68 1（4．00）

69 3（1200） 6

70 4（16．00） 3

1（4．00）

Q（8．00）

P（4．00）

R（12．00）

R（12．00）

R（12．00）

Ii

3

1！4

。（ 撃奄欠n

P3
79 4 6

80
81 56 3

82
1：：

5

86
87 4

平均 710 840　728 798 828　748 760730733　72．070．3

　上顎犬歯

　歯冠長は平均11．1mmで，最小9．7mm，最大

12．8mmである．　A社の平均は最小のSS型で，

9．6mm，最大のT型で10．9mmである．平均値は

天然歯に比べてすべての型で小さい．B社の平均

はCL型のみ11．4を示し大きいが，他は小さく最

小のT型で10．Omm，大きいC型で10．7mmであ

る．A社の基本3型の平均値はT型が最も大きく，

0型が最も小さい．B社はS，T，0型とも平均

10．7mm以下で非常に小さい（表11）．

　人工歯を上顎犬歯と調和のとれる大きさにする

にはS，T，0型ともA社で3，9．7mm，4，10．7
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（単位⇒

歯冠長
天然歯 A 社 B 社
数（％） S T 0 SS C S T 0 C CL

8．3 3

9．4 4

9．5 3 3 3

9．6 3

9．7 1（4．00） 3

9．8 1（4．00） 3 3

9．9 1（4．00） 5 4

10．0 1（4．00） 4 4

10．1 1（4．00） 3 4 4

10．2

10．3 1（4．00） 4 3

10．4 4

10．5 4 5

10．6 1（4．00） 5 5 5

10．7 1（4．00） 6

10．8 5

10．9 2（8．00） 5 5

11．0 1（4．00） 5

11．1 1（4．00） 6

11．2 4

11．3 1（4．00） 6

11．4 3（12．00）

11．5 1（4．00） 6

1L6 2（8．00）

11．7 1（4．00） 6

11．8 2（8．00） 6 5

11．9

12．0

12．1 2（8．00） 6

12．2

12．3

12．4

12．5

12．6

12．7

12．8 1（4．00）

平均 11．09 10．55 10．85 10．58 9．58 10．65 10．03 10．00 10．03 10．35 11．35

表12：上顎犬歯　歯冠幅（右側）
（単位mm）

歯冠幅
天然歯 A 社 B 社
数（％） S T O SS C S T 0 C CL

6．6 3

6．7

6．8 3

6．9 3 3

7．0 3 3 3 3
7．1

7．2 3 3

7．3

7．4 1（4．00） 4 4 4 4 4

7．5 4 4 4 5 4

7．6 1（4．00） 5 4

7．7 1（4．00） 5

7．8 1（4．00） 5

7．9 2（8．00） 5

8．0 2（8．00） 5 5 5 5
8．1 2（8．00） 5
8．2 3（12．00） 6

8．3 1（4．00） 6 6

8．4 2（8．00） 6 6

8．5 2（8．00） 6

8．6 2（8．00） 6
8．7 2（8．00）

8．8 1（4．00）

8．9 1（4．00）

9．0

9．1 1（4．00）

平均 8．26 7．68 7．75 7．75 745 7．53 743 733 743 770 788

Inm，5，11．8mm，6，12．8mmにする．　B社

で3，9．7mm，4，11．2mm，5，12．8mmにす
るとよい．

　歯冠幅は平均8．3mmで，最小7．4mm，最大9．1

mmである．A社の平均はSS型が最も小さく7．5

mm，最大T型と0型で7．8mmである．　B社の平

均は最小のT型で7．3mm，最大のCL型で7．9

mmである．人工歯の平均値は各型とも天然歯に

表13：上顎犬歯　歯頸幅（右側）
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（単位mめ

天然歯 A 社 B　　社歯頸幅
数（％） S T 0 SS C S T　　O C CL

4．9 3

5．0 1（4．00）
5．工 3

52 4　　3
5．3 1（4．00） 3 3 3 3

5．4 1（4．00） 3 4 3 5 3
5．5 1（4．00） 5 4 4 4
5．6 4 4
5．7 2（8．00） 4 4 5

5．8 3（12．00） 4 5 5

5．9 2（8．00） 5 5

6．0 2（8．00） 5 6 5
6．1 2（8．00） 5 6

6．2 1（4．00） 6 6
6．3

6．4 2（8．00） 6
6．5 3（12．00） 6

6．6 2（8．00） 6
6．7 2（8．00）

平均 6．03 5．93 5．53 5．78 5．93 5．78 5．57 5，175．47 5．70 5．78

表14：上顎犬歯　長幅指数（右側）

長幅 天然歯 A　　社 B　　社
指数 数（％） S　　T　　O SS　　C S　　T　　O　　C CL

65 1（4．00）
66 1（4．00）

67
68 4
69 1（4．00） 5

3（12．00）

S（16．00）

Q（8．00）

Q（8．00）

Q（8．00）

1鷲富
1㌍1㍗1：：

36

77 2（8，00） 5

78 1（4．00） 4

79

80 3（12．00） 3

81
82

83 1（4．00）
84
85 1（4．00）

86 1（4．00）

平均 74．8 72，571，873．3 77．8　7LO 74，373，7？4，074．5 69．5

表15：上顎犬歯　幅幅指数（右側）

幅幅 天然歯 A 社 B 社
指数 数（％） S T 0 SS C S T O C CL

1（4．00）

P（4．00）

P（4．00）

Q（8．00） 5

2（8．00）

Q（8．00）

P（4．00）

Q（8．00）

S（16．00）

Q（8．00）

R（12．00）

S（16．00）

1：：

34

U Il：

45

6453

［

1：

1；

6534

1；

63

平均 72．9 77．5 71．0 74．0 79．8 76．3 75．3 707 737 738 730

比べて小さく，人工歯の3は小さすぎて天然歯に

はみられない（表12）．

　人工歯を犬歯と調和した幅にするにはA社は3

を7．4mm，4，8．O　mm，5，8．5mm，6，9．1

mmにする．　B社は3を7．4mm，4，8．2mm，

5，9．1mmにするとよい．

　歯頸幅は平均6．Ommで，最小5．Omm，最大6．7
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mmである．3型の平均は両社ともT型が最も小

さく，次いでO型でS型が最も大きい（表13）．

　人工歯を犬歯と調和のとれた理想的な大きさに

するにはA社はS型の3を6．Omm，4，62mm，

5，6．5mm，6，6．7mm，　T型の3，5．Omm，

4，5．2mm，5，5．5mm，6，5．7mm，　O型の

3，5．5mm，4，5．7mm，5，6．Omm，6，6．2

mmにする．　B社はS型の3を6．Omm，4，6．4

mm，5，6．7mm，　T型の3，5．Omm，4，5．3

mm，5，5．7mm，0型の3，5．5mm，4，5．9

mm，5，6．2mmにするとよいようである．

　長幅指数は平均74．8で最小65，最大86である．

人工歯の平均値はA社のSS型のみ77．8と大きい

が他の型は犬歯より小さい．歯冠長に比べて歯冠

幅の小さいためである（表14）．

　幅幅指数は平均72．9で最小66，最大77である．

A社の平均値はT型が最小で7LO（69－73），　O型

74．0（73－75），S型77．5（76－79）である．最大

はSS型の79．8（79－81）で，天然歯では見ること

の出来ない大きな値である．B社はT型が最小で

70．7（70－72），S型が最大75．3（74－77）である．

基本3型は総て歯頸幅を大きくしたい．なお，3

型は両社ともT型が最も小さく，次いで0型で，

S型が最も大きいものを製作している（表15）．

考 察

1．基本3型であるS，T，　O型についての形態は

WiUiamsl5）の説明により明確である．しかし，　C

型の説明は見当らない．方型，尖型と卵円型の共

通型など考えられない，必要ないと思う．

2．基本3型の大きさをA社は3，4，5，6と4

段階で表わし，B社は3，4，5の3段階に分けて

いる．A社のようにSS型を必要とするならS2，

T2，02のような型を作るべきである．また，　B

社のようにCL型を必要とするなら，　S　6，　T　6，0

6あるいはS7，　T7，07を作るべきである．

3．基本3型のS，T，0型とも歯冠長，歯冠幅は

3，4，5，6と次第に大きさを増しているが，各型

の3，4，5，6は大きさの基準であるからおのお

の共通の大きさでなければならないと考える．

4．基本3型についてみると歯冠長は両社とも小

さい．特uc　B社の人工歯は小さい．歯冠幅は両社

とも非常に小さい．義歯を作る顎骨が高齢のため

に小さくなり，天然歯と同じ幅では義歯は出来な

いということであれぽ，若年者の人工歯と高齢者

の人工歯では大きさに差がなければならない．若

年老用としても，天然歯に近い人工歯を必要とす

るのではないかと考える．

5．歯の形態をきめる要因として，顔の形を調査

したWilliamsi5）の研究があるが，それ以外に現在

までに体質差，人種差，性差，年齢差などが考え

られている．しかし，前歯唇面の外形と体質差，

性差などの関係についての正確な研究は少なく，

これからの課題である．

6．顔面の外形と前歯唇面の外形の間に相関関係

がないという報告もある．歯の長径と幅径の間の

相関関係ですらはっきりしない．無歯顎者の人工

歯の選択は非常に難しい．

　現段階ではWilliamsの考えを忠実に利用する

ことだと考える．

結 論

　抜去歯は日本人の咬粍の少ない上顎右側中切

歯，側切歯と犬歯の各25本，人工歯は松風社製

Real　crownとGC社製のDuradentの上顎前歯

を使用した．

　計測部位は歯冠長，歯冠幅と歯頸幅で，長幅指

数と幅幅指数を算出し，天然歯と人工歯の大きさ

を比較した．

1．基本3型の歯冠長の平均値は天然歯に比べて

人工歯の方が小さい．A社製は中切歯のT型と側

切歯で大きいが，B社製は中切歯，側切歯，犬歯

の3歯とも総ての形で小さい．

2．基本3型の歯冠幅は天然歯に比べて人工歯で

小さい．特に側切歯は小さく，天然歯の大きさの

85％－90％である．

3．人工歯の歯頸幅は天然歯に比べて，A社のS，

0型で大きく，他の型は小さい．

　中切歯の天然歯に対する人工歯の大きさの割合

はA社製のS型108．3％，T型89．1％，0型105．2％

である．B社製のS型93．2％，　T型86．4％，0型

91．0％である．

　側切歯はA社製で92．1％－107．2％，B社製で

88．6％－89．7％である．

　犬歯はA社製で91．7％－98．3％，B社製で

85．7％－92．4％である．

　いずれもT型が最も小さく，0型が中間で，S

型が最も大きい．
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4．人工歯の長幅指数は天然歯に比べて，中切歯

でA社製の0型とB社製のS，T，0型で大きい．

側切歯と犬歯は総ての型で小さい．

5．人工歯の幅幅指数は天然歯に比べて，側切歯

のT型と犬歯のT型で小さいが，他の型は大きい．

そして，各歯とも基本3型ではT型が最小で，S

型が最大である．
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